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付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名 大湊港に所在する防衛施設関連特定事業（教育・スポーツ及び文化に関する事業：むつ市小中学校維持運営事業（燃料））

補 助 事 業 者 名 むつ市長　　山　本　知　也

実 施 場 所 青森県むつ市内

補 助 事 業 の
成 果 の 目 標

市内小中学校に通学する児童生徒により良い学習環境を提供するため、小学校12校、中学校9校の冬期
燃料費3か月分（灯油代、重油代）に交付金を充当し、冬期間の厳しい気象条件の中でも小中学校の安定
的・継続的な運営を図ることを目的とする。

補 助 事 業 の 内 容 むつ市小中学校維持運営事業（燃料）　一式

補 助 事 業 の 始 期
及 び 終 期

令和６年１２月１日から令和７年２月２８日まで

事 業 費 及 び
交 付 金 額

事業費

交付金額

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

次年度以降も冬期間の厳しい気象条件の中でも快適な教育環境の提供できるよう小中学校の安定的・継
続的な運営を図る。

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有
無

無

【成果】
本事業により、冬期間の暖房設備等を安定的・継続的に稼働させることができ、より良い教育環境が小中学
校の児童生徒に提供することができた。

【評価】
各校へのアンケート結果より、管内すべての小・中学校が、冬期間の暖房使用は子どもたちの学習環境の
充実にとてもつながったことが確認できた。また、「風邪やインフルエンザ等の予防など健康に過ごすことに
も繋がった」「体育館は特に室温が下がることから、事故や怪我の未然防止にもなる」との意見もあったこと
から、市内各校へ冬期間の充実した教育環境を提供することができたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
交付金事業であることを、市の広報紙及びホームページにより地域住民へ周知した。


